
議事録

1 令和3年（1月～11月）の労働災害について 2 身だしなみについて

令和3年1月から11月までの間に全産業死亡災害者数696人のうち建設業のみで243人、 現場監督は正しい服装で身だしなみを整えなければなりません。

全体の約35％を占めています。 正しい服装は単なる見た目だけの問題ではなく、現場監督が業務をする上で以下の重要性が

建設業で２,３日に1～２人の死亡災害が発生している計算になります。 あります。髪がボサボサ、服装の乱れ、車が汚いなど、身だしなみができていないとお客様へ

の印象が悪くなり、自分自身を綺麗にできない人に綺麗な仕事をしてもらえるかと不信感へと

〇労働災害発生の原因 繋がります。

労働災害が発生する原因は、労働者の不安全行動の他、機械や物の不安全状態（事故が また、綺麗でも派手すぎる格好も一般的にはイメージアップにはなりにくいので控えましょう。

発生しうる状態、また事故の発生原因を作り出されている状態）があると考えられています。 特に、「サイズの合っていない服」「シワのある服」「手入れのされていない髪」などは不潔に

見えるため気をつけましょう。

〇不安全な行動による労働災害を防ぐために

不安全行動によって発生する労働災害を、労働者の心構え、意識だけで防止することは 〇身だしなみと現場の雰囲気

できません。その不安全行動が管理・監督の不徹底や、設備・環境面の欠陥によって起 現場監督が率先して服装や身だしなみに注意し、清潔感や実行力を見せていくことで、現場に

こることも少なくないからです。 いる他の職人さんに対しても意識向上を促していくことになります。

不安全行動は、作業行動の「あるべき姿」からの逸脱ですが、この「あるべき姿」たる作業 身だしなみができていないと安全について伝えることがあっても説得力にも欠けてしまいます。

手順が明確に定められていなかったり、定められていても、十分な安全教育が行われて 現場監督が身だしなみをおろそかにしたり、不適切な行動を取っていたりすれば、現場全体に油断

いなかったりしたため、労働者が不安全行動をしてしまい、労働災害が発生した事例も や気の緩みが広がり、お客様からの信頼を失うだけでなく、事故リスクが上昇する恐れもあります。

あります。 身だしなみを整えるだけで、会社イメージや作業のクオリティを向上させることが可能です。

現場監督の身だしなみは、現場全体の雰囲気に影響することを意識しましょう。

安全教育は、教えたつもりでいても、教えた内容が労働者に十分に伝わっていなければ意味

がありません。教えた内容を日常の作業過程において実践させ、不安全行動をとったらすぐに 3 堀社長より

是正させながら、「あるべき姿」を身に付けることが必要です。 ・スタッドレスタイヤに替えるとノーマルタイヤより柔らかいのでカーブが曲がりづらくなったり、

　タイヤに挟まった小石が飛び石となることもあるので普段より注意して運転しましょう。

・普段お世話になっている方々への新年の挨拶を欠かさないように。
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